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次号のお届けは、１０月２日（火）を予定しています。

はじめに  
『CrN（窒化ｸﾛﾑ）コーティング』 

今回は CrN コーティングを取り上げます。 

ＰＶＤイオンプレーティングによる CrN コーティングは、摩擦係数が小さく、耐摩耗性にすぐれた

セラミックスの性質をもっています。さらに耐焼付き性をもち、摺動部品に適しており、耐蝕性およ

び耐酸化性もあわせもった表面改質処理技術です。 

 ■特長 
   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 ■特性・原理 
  １．特性                     ２．構成概要 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 ■処理可能材種と主な適用例 
 
 
 
 

CrＮ（窒化クロム）  

耐蝕性◎・耐酸化性◎・耐離型性◎・膜の密着強度○・耐摩耗性○

低温域の処理温度（200～500℃）◎

被覆硬度：ＨＶ1500～2000 

（クロムと窒素で生成された皮膜） 

高温処理の CVD に比して 

寸法変化・歪みが少ない

膜厚：2～5μm

仕上がり精度が高い◎ 
CVD： 
 Chemical Vapor Deposition 

PVD： 

 Physical Vapor Deposition 

PCVD： 

 Plasma Chemical Vapor Deposition 

耐熱温度：700℃◎

摩擦係数：0.3

色調:シルバーグレイ

物理的性質 CrN 

原理 
ｶﾞｽ状元素をﾌﾟﾗｽﾞﾏで分解
してｲｵﾝ化して皮膜を作る 

処理圧力 10-2～10 
成膜速度（μm/h） １～１０ 
溶融点（℃） 1500 
熱膨張係数 2.3×10－6 
電気抵抗（μΩ㎝） 600～800（２０℃時）
マスキング 可能 
密着性 ○ 
緻密性 ◎ 
表面粗さ（滑らかさ） ○ 
つきまわり性 ○ 
寸法精度 ◎ 
適用材の範囲 ◎ 
前処理 要 
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 （注）材種の焼戻し温度以下で処理する事がポイントです。

品 名 目 的 ｺｰﾃｨﾝｸﾞ母材

ﾋﾟﾝ、ﾎﾙﾀﾞ- 耐かじり性 超硬,SKD11

ｺﾚｯﾄﾁｬｯｸ 耐摩耗性 SUS 

ﾛｯﾄﾞ 耐蝕性性 SUS 

AI 押出ﾀﾞｲｽ 耐摩耗性 超硬,SKD61

ﾛｯﾄﾞ 耐摩耗性 Ti 合金 

ﾋｽﾄﾝﾘﾝｸﾞ 耐蝕・摩耗性 SUS 

ｸﾗﾝｸｼｬﾌﾄ 耐摩耗性 Al 合金 

母材 

CrN 層

－膜構造－  
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真空ポンプ

電源  

プラズマ 

イオンプレーティング 

■イオンプレーティング特徴 

１．ﾌﾟﾗｽﾞﾏ密度が高い。ｺｰﾃｨﾝｸﾞの成膜速度大．

２．負荷電圧大で、良好な耐密着性． 

３．低温度処理が可能． 

低温処理 

離型性耐酸化性 
700℃ 

SKH  SKD  SUS  SCM SUJ
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